

閲 覧 要 領


１．史料の閲覧利用時間は、毎週月曜日から水曜日の午前９時３０分から午後４時までです。

２．継続して閲覧される場合にも、事前に来館の旨をご連絡ください。

３．手荷物等はロッカーに入れ、筆記用具や撮影用機材等以外は閲覧室に持ち込まないでください。

４．閲覧室では、鉛筆以外の筆記用具を用いないでください。

５．利用の際は、印刷目録・仮目録により検索し、備え付けの「史料閲覧証」に必要事項を記入し
て係員まで提出してください。
６．史料閲覧証に記入する点数は、一回２０点程度までにして下さい。一回分終了後、次の閲覧を受け付けます。また、団体等のご利用で、一度に大量の史料閲覧を申請されると、出納業務が処理できない場合があり、閲覧をお断りすることがあります。
７．史料の室外持ち出し及び電子複写（コピー）はできません。ただし、写真撮影は可能ですので、その旨を係員に申し出て、指示に従ってください。

８．閲覧に伴い写真撮影をされた場合は、「史料撮影証」に撮影した史料番号を記入の上、史料返却の際に提出してください。
９．閲覧室書架の参考図書を複写したい場合は、一時貸出を申し出て、大学生協へ行ってください。

１０．大学キャンパス内は全面禁煙です。飲食は閲覧室外でお願いします。

１１．休憩等のため閲覧室を離れる時は、係員にお知らせ下さい。

１２．室内では静粛を守り、他の閲覧者の迷惑にならないよう注意して下さい。

１３．史料の取り扱いについては、次の注意事項をお守り下さい。

　　　・汚れた手で史料を扱わないよう、手を洗ってからご覧下さい。

　　　・ページを丁寧にめくって下さい。指をぬらしたり、指サックをはめてめくらないで下さい。

　　　・史料を力一杯押し広げないで下さい。また、開いたまま伏せたり、開いた史料の上に他の史
料を重ねないで下さい。

　　　・料紙に折り目を付けたり、貼紙を剥がしたり、折り方を変えたり（特に絵図類）するなど、
史料の原形を変えないで下さい。もし、糊はがれや折り目が分からなくなった場合は速やか
に係員に申し出て下さい。
　　　・史料に書き込みをしないで下さい。

　　　・トレース（重ね写し）はしないで下さい。

　　　・金属のメジャー等、史料を傷つける恐れのある用具は使用しないで下さい。

　　　・付箋を使用される場合は糊のついていないものを用い、閲覧後は抜き取って下さい。

　　　・史料の返却は、閲覧証の番号順に並べて、係員までお知らせ下さい。

　　　・大型の絵図等の閲覧については、係員の指示に従って下さい。

１４．その他不明の点は、遠慮なく係員にお尋ね下さい。

※史料を論文等にご利用の場合は、当史料館収蔵の旨を明記して頂くとともに、１部（コピーでも
可）ご寄贈下さるようお願いします。なお、研究成果を公刊される場合は、史料の翻刻や引用、写
真掲載について別途申請が必要になりますので、その都度お問い合わせください。
　また、原所蔵者の現況につながるような史料（家宅図など）の公開については、プライバシーの保

護に十分留意して下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2021.04.01
　　　　　　　　　　　　
上記の要領を遵守することを誓約します。　　
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